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最近起 きた一連の事件､血

液製剤問題､BSE問 題､在

中 日本総領事館 問題 に見受

ける当事者の危機意識 の欠

如 には目を覆いたくなる｡残

念なが ら日本は先進 国の呈

葬為 していない.借:櫟管理が

叫ばれて久 しいが､政府･官 僚か らして問題が起 こっ

てから同じような弁明を繰 り返 している｡環境マネジ

メントシステムに学ぶまでもな ぐ 緊急事態への対応

や不適合の再発防止策を講じてお くなど､今や世界の

常識であろうに､すべてが後手後手に回る様子 を見て

いると､自国の政府の方を信じないのかと責められて

も俄かに信じ難 く､自虐的にな らざるを得ないのであ

る｡日本の文化は､恥 の文化1であるとベネディク トが

看破したが､戦前は職 や首を賭 して虞 任をとったも

のである｡しか し､最近はこの文化 も失敗否定文化 に

成 り下が り､責任をとらないために隠そうとする｡隠

せば事の顕わるる1で､苦 し紛れに稚拙な嘘をつ く｡結

果はバ レ､赤っ恥を掻いて､厭々首を差 し出す｡

サ ンフランシスコ平和条約が発効 して50年 になる

のだが､東西冷戦構造がとっくに崩れた今 日でも米国

の従属の下､国民総リスクぼけ､｢自分達だけ良ければ1

の結果であろう.流石 に､自分達だけ良ければでは済

まないと気がついて地球環境問題を取 り上げるよう

になったのはいいことだ｡し かし､妥協の産物であろ

うが､先進諸国に温暖化ガスの排出枠を権利 として割

り当て､そ の過不足の売買を認めるというのは妙な話

しだ｡百歩譲ってこの売買が現在世代間の取引である

から成 り立つであろう｡けれどもこの世に現存 しない

未来世代 と現在世代 との問で､彼 らが将来持つであろ

う環境に関する所有権 について､対 等な取引が成立

する筈はない｡そ こには 自ずから倫理的な行動が要

請される｡

そ もそ も経済学は｢人間が合理的な存在である｣と

の仮定の下､資本主義社会においては｢見えざる手iに

よって 自己利益の追及 こそが社会全体の利益を増進

すると､いわば道徳･倫理 を否定す ることから出発 し

たのに､今 日､地球温暖化に直面 して､経 済学は本来

捨てた筈の｢倫理1を呼び戻す羽目に陥って しまって

いるのである｡環境 マネジメン トシステムに取 り組

んでみると､組織内外に本 旨を理解､徹 底させるのは

容易な ことではない｡全 産業に及ぶ には百年河清を

侯つ類であろう｡幸い､小･中･高 の学校でユ トリ教育

が始まった｡自 然に触れ合 って環境 を知 甑 本物と偽

物を見分 ける体験教育にこそ税金 を使ってもらいた

い｡この世代に期待するのが一番早道であろう｡

食品業界で起きた事件はこれに似たような事例で

ある｡法に触れるものは例外 として､不特定多数の消

費者の口に入るものは安全性だけでな く､安心 を添

えて提供されるべきものとされ る｡安心 ということ

になると､無 防備な消費者がメーカーに対 して論理

を超えて一種信仰 にも似た絶対的信任を与えている

のであ り､メーカーは常に倫理的自制を求め られる

ことになろう｡比較的環境や食品といった仕事 に関

わ りのある会員の一人 として､伝 統的な恥の文化を

失敗肯定の文化 と捉 えて､自 戒を込めて この道 を貫

いて行 こうと思っている｡



,総括 報告

一第謹翻液体溝澄化技術轟礎糞験講綴を終えで一

第2回 液体清澄化技術基礎実験講i座が､2002年3月19日 ～2+日 の二日間にわた り横浜国立大学で開催されました｡今 回の

参加者は20名 であり､食品･飲 料メーカー､プ ラン トメーカー､素 材メーカー､営 業から開発､若 手か らベテランまでと多様な

参加者構成となりました｡今 回の実験講座の中心テーマは｢ろ過｣で あり､参加者は､初 日午前中に松本先生のろ過に関す る

基礎講義を受け､初 日午後1L日 目午前および午後にそれぞれ1テ ーマずつ計3テ ーマ(プ レフィルター､膜 ろ過､砂 ろ過)の実

験を行いました｡実験装置は1テ ーマあた り3セ ット準備され､1グ ループ2～3人 か らなる9グ ループに分けられた参加者は

各テーマをローテーションして実験を行いました｡初 日午後の最初の実験は各参加者が遠慮がちだったのかどのテーマも

予定よりも大幅に時間がかかりましたが､二 日目には手際よく進められ順調に実験 をこなしていました｡初 日終了後には簡

単な懇親会があり､自己紹介などが行われました｡懇親会は規模が小さいなりに各参加者同士いろいろな話題で盛り上がっ

ていたようです｡二 日目実験終了後は､参加者にレポー ト(宿題)が 出されて無事終了となりました｡

本実験講座は､LFPIの 会員の方々が､そ れぞれの得意分野に関する実験を企画し実験講師を担当していただいてお りま

す｡前 回(第!回 平成13年9月 実施)は､日 本ブイルター㈱･矢 野氏(凝 集ろ過)､日 本ミリポア㈱軸 木氏(限 外ろ過)､日 本錬水

㈱･栗 原氏(イ オン交換)､横 国大･中 村(活 性炭吸着)､今 回は横 国大･中 村(プ レフィルター)､ザ ル トリウス㈱･林 氏(精 密ろ

過膜)､ト ーケミ㈱･細 谷氏(砂 ろ過)の 各氏に担当していただきました｡今 回の実験講座の準備は､前 回の参加者アンケー ト

か らの要望などに応えるべ く､昨年の11月 よ り始めました｡まず技術委員会で実験テーマ､日程､実 験数､実 験場所の広さ､参

加募集者数な どを検討 しました｡実 験講師の最大の仕事は実験テキス ト作りです｡実 験の目的を明確 にし､予備実験を行い､

手順をわか りやす く文書にしなければなりません｡本 番までの約3ヶ 月間に全5回 ほど打ち合わせを行い､各 テーマごと､基

礎を学習しつつ実践的な技術の修得 もできるように実験内容および予備実験の結果について議論 しました｡また参考 とな

る既往の実験書などがほとんどなかった点 も苦労した点です｡さ まざまな苦労があ りましたが第2回 目も無事終了でき参

加者はもとより担当講師の方も得るものが大きかったものと考えています｡

本実験講座はLFPI会 員企業の人材育成の一環として､大学や単一企業ではカバーしきれない知識･スキルの提供を目的として

企画･準備されています｡そのため実験内容､担当講師なども時事の話題､前回のアンケー ト結果などにより内容を工夫し毎回ス

パイラルアップ的に変わ ります｡次回(今年9月予定)も多くの方々のご参加をお待ちしております｡〈 横浜国立大学 中村一･穂〉

砂 ろ過.______

前回に続いての参加 となった基礎実験講座は､2日 間

という短い期間で したが大変有意義 に過 ごせました｡グ

ループが二人一組になった ことでよ り実験器 具に触れ

る機会が増え､ま た実験課題が三題 と少な くなった分一

つの課題について考える時間が増 えた こと､す べての実

験でカオ リン懸濁物質 という一つの共通 したサ ンプル

を用いた ことな ど､前 回以上に分か りやす く､理 解 しや

すかったです｡中 で も砂ろ過の実験は今 まで私が行 った

事がない操作だったので始 まるまでは期待半分､不 安半

分で したが､大 変分か りやす く教 えていただき､終 わっ

てみれば一番興味を覚えたテーマで した｡

砂 ろ過 というとそれまでのイメージでは古 くか らあ

る最 も簡単なろ過法の一つで､水 処理 に使われていると

いう程度 しか知 りませんで した｡し か し､松 本先生の講

義 を聴いてそ のろ過機構が表面 ろ過 よ りむ しろ深層 ろ

過 によるものであ り､吸着 による捕集 というような現象

も同時にお こっているなど理論的な こと､ま た実用例 と

して現在では水処理 の他 に清酒､ビ ール製造行程中の酵

母除去のよ うに食品工業にお ける一連 のろ過行程 の前

処理 として使用 されていることを知 りました｡実 際の操

作で は､と て も基礎実験 とは思 えな いよ うな高 さL6m

という巨大なカ ラム を使用 して､懸 濁物質であるカオ リ

ンをろ過 し､ろ 材の違いによるろ過特性､凝 集剤 の効果､

逆洗の方法 とその効果 などを学びました｡操 作 自体は簡

単 で､待 ち時間が多か ったのですが､そ の分砂ろ過の講

師で ある細谷講師((株)ト ー ケミ)と 会話する機会 も多

く､工 場規模 での使用例や､実 際 に工業的 に除去 してい

る物質はどのような ものかなど､普 段私があま り聞くチ

ャンスのない､｢メ ーカー側の声｣が 色々聞け勉強にな り

ました｡今 回の基礎実験講座が直接今の仕事に活かされ

るかはまだ分か りませんが､清 澄化技術 は常に考 えな く

てはならないことなので､様 々な手法､理 論､考 え方 を学

べた ことは､今 後の研究において参考 になる と思います｡

次回 も機i会があれば是非参加 したいと思いました｡

〈㈱加藤美蜂園本舗 石田悦基〉



精 密る過膜._._Ⅲ_____

膜は与え られた環境(条 件)で どのよ うな特性 を表す

か､と いう基礎実験 を通 し｡膜 の特性･ろ 過挙動 を把握す

る事 を目的とした､実 験講座が平成14年ae月oの 両

日に横浜国立大学工学部 にて開催 されました｡

①精密ろ過膜 ② プレフィルターとメンブレンフィル

ターの各ろ過特性､③ 深層ろ過(砂 ろ過)の 基礎実験を実

施 し､各実験では非常 に興味深 い結果 を得ることが出来

ました｡特 に､深 層ろ過では､ろ 過砂の有効径 とPAC添 加

量変化の影響､ろ 過砂 と繊維 ろ材 の特性 の違 いによっ

て,捕 捉率が､ろ 材径0｡35㎡ ㎡よ り0｡60鵜 ㎡が高い特性

を示 した事です｡微 粒子 除去 において､ろ 材粒径が大き

い場合 ろ材間隙も大き くな り､捕捉 され る粒子が多 く､

逆に小径である程､閉 塞進行が早 く水道ができて しまう

為捕捉できないと考え られます｡ま た､試 験水別では､砂

ろ過法では､凝 集剤添加無 し､5mg/L添 加､50mg/L添

加の順で捕捉率が下が り､凝集剤添加が多 くフロックが

大径 となった方が､ろ 過効果が低 い結果 とな りました｡

砂 ろ過の様に､ろ 層厚分 の間隙 を通 る事が無い繊維 ろ過

では､捕 捉率が上が りました｡以 上の事か ら､ろ 材粒径が

細か いと微粒子の捕捉率は悪 くな り､ま た､凝 集剤は少

量添加で､フ ロックが小さい方が効果的 と考えられます｡

各実験を通 し､実 際に条件 を与え結果 を読みと り､そ の

特性を考察するとい う繰 り返 しは､基 礎実験 の確認 に最

適で良い訓練 とな りました｡ま た､実 験は時 問内で収ま

り切れない位に時間を必要とし､更 に レポー トの提出を

課す､と いった､非 常 に内容の濃いもので した｡

最後 に､本講座 を通 して御教授戴きました横浜国立大

学工学部｡松 本先生を始ぬ 中村先生 ㈱ トーケ ミ､ザ ル

トリウス㈱の教官 の方々 と日本液体清澄化技術工業会

事務局の皆様方 に感謝の意 を表 させて戴きます｡

〈共和化工㈱ 高本信義〉

プレフィルター.____

プ レフィルターにつ いては､ま ず､松 本先生による全

体講義でフィル ターの種類 と構造 について学びました｡

続いて実験では､25m1籠 φの フィルターを使用 し､フ ィ

ルターの厚 さ､純 水透過流速か らの平均細孔径の測定を

行 いま した｡そ して､フ ィルター枚数 を変 えた りメンブ

レンフィルター を組合せたろ過試験 を行い､ろ 過特性 に

及ぼすフィルターの厚 さ､原液 の粒子(試 験用カオ リン)

濃度の影響を検討 し､後段のメンブレンフィルターの寿

命 に与 える効果 について確認 しました｡ま た､デ モ実験

としてカー トリッジフィル ターのFOulinglndex値 の

測定を見学 しました｡

講義で透過流速の式な どが出て くるとマブタが重 く

なってきましたが､実 験で フィルターの組合せによ りろ

過特性が異なる ことやメンブレンフィルターの負荷 を

低減できる ことを確認 し､プ レフィルター についての知

識 を大い に深 め るこ とがで きま した｡ま た､試 験用 の

25㎡ ㎡ φのフィルターを使用する ことで4リ ッター規

模の簡単 な試験でろ過性能 を評価で きることを知った

ので､私 の今後 の業務 にも活か して行きたいです｡

学生時代 に化学工学を学んでいましたが､現 在は膜メ

ーカーのカ タログや営業の方に頼 りっき りにな ってい

ました｡今 回の盛 りだくさんの実験 によ り忘れがちにな

っていた基礎について振 り返ることができました｡ま た､

実験班で は様々な業種の方々 とご一緒させて いただい

き､当 初はぎこちなかった作業 もアイコンタク トによる

連携で こなすまで に友好を深めることができ､非 常に有

意義な体験 とな りました｡〈 キッコーマン㈱ 飛田和宏〉



平成14年5月16日 ヨコハマプラザホテルにおいて｢中 国

ビジネスを考える｣と 題 して30名 を超える参加者のもと

講演会が行われた｡こ の講演会は本年9月 に行われる｢日･

中交流会 ツアー｣の 関連講演 としての位置づけで行われ､

3人 の講師をお招きし､興 味深い話をうかが うことが出来

た｡本 稿ではその概要を若干の感想を加えて報告する｡

最初の講演は株式会社セイシン企業内部監査室室長

佐々木良樹氏による｢中小企業の中国ビジネス経験一開

拓 か ら合弁企 業設立～運 営 一｣と 題

されたお話 を うかがった｡氏 は1970

年代後半か ら粉体測定器 の販売で 中

国にわた られ､ユ ーザーへの販売､展

示 会 な どで 多 い とき に は5年 間 に

150回 を数える訪中､そ の後現地での

合弁企業 の立ち上 げな どで活躍 され

ている｡特 に1995年 以降､中 国の大きな変化 は､ま さに

日進月歩 を地で行 くかのように語 られた｡そ れらの変化

に対 して､現 地での模倣 のすばやさなど､そ れに対す る

販売機器の戦略､例 えば比較的模倣 されやすい粉砕機の

早期販売か ら､次期商品､精 密測定機器販売､そ してメン

テナンス事業への展開などの戦略も聞くことが出来た｡

そ して これ ら中国ビジネスの根底 にあるものは｢人 との

つなが り｣で あるとの印象を受けた｡最 後 に現地での､白

タク､あ るいはバッグの盗難な ど｢好 まざるつなが り｣を

苦笑 しなが ら語 られた｡

引き続 いてTACTコ ンサルティ ン

グ代表 の斉藤智久氏 による｢成 長す

る中国マー ケッ トとビジネス･ポ イ

ン ト｣と題する講演が行われた｡氏 は

元上海花王董事長で､現 地 のマネジ

メン トを目に浮かぶような具体的内

容で話 をされた｡内 容 として,｢隣 の

国は外国で ある｣｢設 立･マ ネジメ ン

トの留意点｣｢日 本側の留意点｣以 上の大きなテーマ にサ

ブテーマを付 けられ､詳 細 に語 っていただいた｡特 に天

安 門事件か らの中国の変化､1'億 ～13億 の人 口を持つ

意味､例 えば農村部か ら都市部への労働力はまさに順番

制そのものであり､労働力 とそれに伴 う市場 のすごさを

垣 間見せて もらった感 じが した｡ま た､本 社 と現地の認

識 のずれによるマネジメン トの難 しさな ども興味深 く

聞くことが出来た｡そ して､花 王商 品のニセモ ノの苦労

話か ら､｢羊 頭狗 肉｣の 格言 と､中 国人の一入ひ とりの自

己責任 に､｢良 い･悪 い｣を 超越 した､悠 久の歴史 と誇 りを

持 った大国をイメージできた｡

最後 に上海 ビジネスコンサルタン ト株式会社の桂軍

社長か ら｢ど うする中国進出｣と 題 した話 をお聞きした｡

氏 はすでに大手企業のコンサルタン トとして合弁企業

設立に活躍 されてお り､今後､中 小企業 の中国進 出に､中

国人な らではの貴重な話 を聞かせて

いただいた｡WTO加 盟 に際 して解 り

やすい 中国 を 目指 している こと｡し

か し中国は広 い国であ り､そ の地域

によって同 じ国 とは思 えない ことも

あること｡例 えば大 まかに6つ の経済

区域を考 え､北 京､上 海､福 建な どそ

れぞれの産業 の種類を考慮 に入れた

活動が必要な こと｡また､日 々､変 化あるいは制定 される

法律への対応､さ らに人 とのコネクシ ョンも重要なポイ

ン トであることも述べ られ､中 小企業 の中国進 出には現

地コンサル タン トの活用が重要であることな ど､流暢な

日本語で話 された｡最 後の質疑応答では､中 国の環境問

題が質問された｡現 時点では､経 済に目が向いてお り､環

境への配慮は十分 とはいえないが､百 年 と言わず数年で

河清 に向か うように感 じた｡

講演会の後e師 を交え約2i名 が参加 し､交 流会が行

われた｡い つ もとは違 って少 し狭い会場ではあったがそ

れだけに､中 国ツァー をひかえて 日本でのコミュニケー

ションが大いに図 られた有意義な交流会であった｡講 師

な らびに参加者の皆 さんご苦労様で した｡

〈東洋スクリーン工業㈱ 坪 内信行〉



前回のインタビュー特集ではユーザー会員の中か ら加藤

美蜂園の伊藤さんに登場頂きましたが､今 回はメーカー会

員の中か ら､当会の技術委員でもいらっしゃる巴工業株式

会社機械本部営業技術部 部長 矢野宰平さんに､日本橋の本

社でお話しを伺いました｡

◇確か矢野cん はLFPIの最初からのメンバーでしたよね?

途中なんですよ｡松本先生と中国でお会いしたんです｡名 古屋

の自戸先生の日中ろ過学会に3回 行ったのかな｡始 め杭州で､

確か無錫の時.先生が参加されてたんですよ｡帰国してすぐに

お誘いがありました｡｢日 本液体清澄化技術工業会｣という名

前を聞いた時に､膜 主体のということが判らなかったんですよ｡

もちろん松本先生が膜の先生だとは存じ上げませんでした｡木

村先生とも日中ろ過学会の杭州でご一緒しました｡例 の2004年

シンポジウムで松本先生と木村先生が歓談されている所に同

席させて頂きまして､初めてご関係を知ったんですよ｡入会のお

誘い受けて､会社もすぐ了承してくれました｡技 術

委員会に入らないかとのことで参加したんですが､

9a年くらいやったのかな､出席率悪くてね､首 にな

りましてdYL年くらい後に､また技術委員をとのお誘

いで復帰したんです｡

◇入会のメリットや成果はありましたか｡

いろいろな方々と知り合 えたのが大きいですが､

今､用語の統一をやろうとしているじゃないですか｡

主体は我々の活動範囲と離れた膜がベースにな

っていますが､そ の中に用語として､遠 心分離が

入るのは有り難いと思っているんですよ｡結局用

語集がないとみんな勝手な言葉使いますよね｡海

外から導入した技術が多いから向こうの名前をそ

のまま使っていたりするわけで､基準となる呼び名

ができればと思って期待しているんです｡

◇ビジネスとしてプラスになったということはありますか?

あまりないですね｡私 共の仕事は､液体の清澄化というより泥や

固形物を対象とすることが多いんですよね｡他 の会員企業が取

り扱われている物より濃度が高いですからね｡直 接的にどうのこ

うのは無くて､社 内では税金払った方がいいよ､と言っているん

ですよ｡税金と言ってもお金じゃなくてね､工 業会は安い会費で

会員やユーザ共通の利便を図っていく団体ではと考えていま

す｡従 って､基本は無償奉仕.会 社としても直接的利益は求め

ていないと思っています｡入 会当初は｡仕事の兼ね合いから､技

術委員会になかなか出づらくてね｡

◇確か最近博士号を取得されましたね?

ちょうど技術委員会を抜けていた頃に論文書いていました｡松

本先生のところに通っていらっしゃる方が､横 浜国大で博士号

を取り始めていますよね｡松 本先生に酒の席で､｢先 生､人 を集

めようと思ったらボランティアだけじゃなくて､ついて

きてくれる入がドクター取らなきゃだめよ｣と言った

事があります｡会 員が集まるのは仕事の件もある

でしょうし､ボランティアの人､あるいは先生のところ

でドクターを目指す入もいるということで､いろいろ

な目的の人が集まるのは素晴らしいと思います｡

◇LFPIの 活動に関してこ意見は?

あんまり固くは考えていません｡こうあるべきとか､

考えてないんですよ｡松 本先生が皆を引っ張って

いらっしゃるから進展しているのではと思っていま

す｡松 本先生の熱意には頭が下がりますね｡

◇このインタビューは広報委員会のニュースレター

の記事なんですが､読んで頂いていますか?

うちに3部 送られてきて本社の課長と部長に回覧

しているんですが､専任の事務局も無く､これもボランティアです

よね､このような形で運営するのは大変なことだと思います｡

◇LFPIの 今後についてどうお考えですか｡

曲がり角というか､会 員も増えてきましたが｡もっと何かブレークス

ルーするには専任の事務局が必要と思うんですよね､この状態

で､松本先生の熱意がなくなったら､ぽしゃっちゃうと思うんです

よね｡な ぜボランティアが集まるかというと､先生が頑張っている

からですよね｡専 任の事務局はいつかは作らないとだめなんで

しょうね｡今 の形では意思の伝達と了解する手法がはっきりして

ないですよね｡私 は,LEI分 科会に出ててますが.醤油を題材と

したLCAの 勉強会も終りになって､次に何をやろうかということで

講演会を企画したんです｡し かし､どこに企画を持っていって､

どの様に決めていくのか判らない事が多かったんです｡

◇デカンタビジネスについて



遠心分離機のマーケットは世界的に見て小さくなっていると思

っているんですがどうでしょうか｡例 えばアルファ･ラバルがシャ

ープレスを買収したじゃないですか｡デ カンタのシェアが11ず つ

あっても､合併してから2(になるかというと､極端にいうと､20をか

なり下回っているのではと思っています｡デ ィスク型など他の遠

心分離機を見ても市場は小さくなっているような気がします｡我

が社のデカンタを見ると.100万 円台の機械もあるし､数億円の

機械もありますが販売台数だけを見るとさほど落ちていません｡

しかし､大型機種の新設が減って､競 争は激しくなっています

ね｡デ カンタ同士だけではなく｡地球温暖化対策で､電 力消費

が小さい機種､例 えば､ロータリープレスやスクリュープレスが出

てきています｡うちのロータリープレスはカナダから技術導入しま

した｡デカンタより容量が小さく時間当りの処理量が30㎡3までの

機械です｡デ カンタよりろ過機は繊細ですね｡実 験の時､デカン

タですと2､3種類の凝集剤で間に合う事が多いんですが､ろ過

の場合は何 十種類もの中から慎重に選ばないとい

い性能を発揮しません｡話 は変わりますが､機械の

選定にはその時々のブームがありますね｡尿 尿の

SS分 離が沈降槽から膜に変わってだいぶ施設の

イメージが変わりましたね｡

◇巴工業の遠心分離機ビジネスに関して

遠心分離機の販売に実験は必須です｡実 験機を

搭載するトレーラを3台保有しています｡また､分離

実験のラボが品川にあります｡濃 度分析を主体に

計量証明が発行できます｡実 験と分析に6人置い

ています｡

◇遠心分離機の技術史は出てないですね｡

遠心分離機の歴史には興味を持っています｡デ カンタは1900年

くらいに概念や特許が出ています｡1935年 から40年頃に実用

機が出始めるんです｡古 い資料は日本では集まりませんね｡

CreamSeparatorGuideと い う本をシ

ャープレス社 の人 間からもらったんで

すが､当時の製造メーカや機種が驚

くほど沢山載ってるんですよ｡アメ

リカという国は奥が深いというの

か､そこの付箋を貼っているとこ

うが､シ ャープレス氏 です よ｡

機 械 の歴 史につ いては､ア

ルファ･ラバルもウエストファ

リアもしっかりしたのを出しますよね｡

◇矢野さんご自身のことをお聞きします

194f年 に鹿児島で生まれまして､静 岡大学の化

学工学科で遠心ろ過をやってたんですよ｡アクリ

ルにろ紙を巻いて分離機を作ってました｡卒 論が

遠心分離なら巴に､という程度で､あまり深く考え

ませんでした｡た だ､あの当時､石 油化学プラント

が華やかな時代で成績のいい人はそっちの方に

行ったんですが､今 考えると選択には運不運が付

きまといますね｡巴 に入った当時､先 輩が水産で

技術士を取られていて､あこがれて下水で技術

士を取りました｡また､たまたま機会を頂いて東北

大で下水の遠心濃縮で博士号を頂きました｡今､

文献を集めて遠心分離機について書いてみたい

と思っているんです｡56rで しょう､書き頃としてち

ょうどいいと思っているんですよ｡

◇ご趣味は?

農業です｡食 べられる物を作っています｡九 十九里に母親がい

るんですよ｡そこの回りの土を耕さないと草が攻めてくるんで｡

ナス､キュウリ､トマト､ピーマン､トウガラシ､今年はアスパラがたく

さんとれました｡

◇人生のモットーは?

プライベートだと､生き物との関わり合いを持っていたい｡仕 事で

は技術者として生きていきたい｡

◇人とのつきあい=]ツは?

会社は仕事をしてなんぼじゃないですか｡そ れが出来ているか

どうかだと思います｡け っこうな年になりましたので､仕事の付き

合いにあまり難しさは感じないですね｡

〈インタビュー&文 責､広報委員 青木 裕〉



キリンビールにおける環境に灘繧した工場建設と環境の搬り絹み

初夏 を思わせ るような陽気 の中､5月31日 に東京水産

大学においてLCP分 科会が 日本包装学会 との共催で講

演会を行 った｡開 会に先立ってLCP分 科会世話人の石川

先生よ りご挨拶があ り､通 常行 われ る講演会 と違い､質

問の時間をた っぷ りとってディスカ ッションをゆ っく

り行 うのを趣旨とした本講演会の特徴が説明された｡参

加者は約40名 と盛況で､ろ 過材メーカ､水 質環境 メーカ､

食晶メーカな ど多種におよび､会 場は熱気に包 まれてい

たため､エ アコンを使 うほどであった｡

キ リンビールでは,早 くか ら環境問題に取 り組み､日

本全国にある11工 場全部で廃棄物再資源化率100%を 達

成 し､全 工場 と本社でISO14001を 取得 している､そ れ以

外 にも､使 用エネルギー原単位､使 用用水原単位 を少な

くす る努力や地域環境 を配慮 した工場設計な ど数多 く

の成果 を上げている｡

最新 の神戸工場では,工 場建設時の レイアウ トか ら色

々な試みを行 い､環 境 だけではな く､働 く人,地 域 の人､

顧客が楽 しさを感 じる ことができる工場 をコンセ プ ト

としている｡そ のためには.顔 が見 える､わ か りやす い､

講演=キリンビール社会耀境部小野元欝氏

キ リンビールでは､他 にも軽量 リターナブル ビン開発､

ビール粕か らの医療品､食 品開発､メ タ ン発酵 による電

力発電や コジェネ レー ションなど他に も技術開発を多

く手がけている｡

質問の時間では､石 川先生の趣 旨通 り｡多 くの質問､意

見があ り､と て も質 問時間内には収 まらず､多 くはそ の

後の懇親会 に持ち越 された｡し たが って講 演者を含め

大半 の参加者が懇親会 に残 った ことは言 うまでもない｡

このような､活 発で和気あいあいとした講演会を今後 も

当分科会で続けていきたいと願っている｡

〈産業技術総合研究所 大矢仁史〉

黛O媛遡 際欝轟工藁震での
購 欝バンフレツトの醗辮につい℃

使いやすいのキーワー ドをもとに設計されてお り､工場

を平屋建てにし､人 とプロセスの動線が最短にな るよう

に工場が レイアウ トされて いる｡ま た､そ の真ん中にマ

イスタールーム をおき､従 来情報は工場長以下の幹部が

多 く持っているという考 え方を根本か ら変えた､情 報 の

共有 による新 しい発想の醸造 とい う新 しい経営を 目指

している｡

また,神 戸市 の特徴 として下水道料金が高い ことか ら､

徹底 した用水 の循環､カ スケー ド利用 による節水 を達成

した｡そ の効果 は､コ ス トで考 えて も入件費削減よ り大

きなものであった｡さ らに､使 用エネルギー､人 員削減 も

行い､現 在では国内ビール工場 の トップレベルの省エネ

ルギー､省 資源､省 人員を達成 した｡

E月11日 ～14日 東京ビッグサイ トにて2002国 際

食品工業展が開催されましたが､同 展示会に出展し

たLFP1の 会員であるアルファラバル㈱殿 神奈川機

器工業㈱殿 ㈱セイシン企業殿にご協力いただき､各

社展示ブースにおいてLFP1の パンフレットと共に､

食品分野における液体清澄化技術の紹介パンフレッ

トを合計1000部 余り配付していただきました｡

2QO:国 際食晶工業展は､出 展社数500社､来 場者

数!0万 入という食品製造･食 品加工のアジア最大規

模の展示会です｡食 品工業はLF聾 と深い関係のある

分野であり､来場者にLF職 の存在を知っていただき､

活動の一端でもPRし ていくことはLF避 の発展のた

めに努力すべき事の一つではないでしょうか｡今 回

パ ンフレットの配布にご協力いただいた上記3社 に

感謝申し上げると共 に､会員各社の皆様には今後も

展示会への出展､講 演会の開催等の機会にしF欝を積

極的にPRし ていただけますよう御願いさせていた

だく次第です｡〈 事務局 佐々木良樹〉



この罵一ナーは犠簿順 に掲載ずる予竃でおりまずが,新 製品開発がタイムリーな時期にあたる会員企業は優先的に掲

載衛検討致 し蟹すので広報嚢員･欝 士フィルター工業(株)ト 部a下Cい(E一 ㎡aii;㍑abe@無llf翫er｡c◎ 釦)｡

澱出水脱塩シスヂム スーパーソルトレス

〈禦贔概要 〉このシステムは､浸出水の脱塩を効率的かつ確

実に行える実績あるシステムで,電気透析による脱塩および

濃縮塩水分離と､濃縮塩水の処理の

ための乾燥設備部分から構成され

ます｡電 気透析は､高効率かつ高耐

久性のイオン交換膜を使用 したコ

ンパクトなユニ ット型装置であり､

全自動運転を行います｡乾燥設備は､

他方式の乾燥機に比較すると設置

スペースが小さく､乾燥効率の高い

ディスクドライヤー型乾燥機を中

心とした設備構成となっています｡

〈蒋長･仕 様〉

①浸出水の脱塩は.脱塩処理をする前段の水処理も非欝に嚢要

ですが.総合的な観点から見た叢適な水処理システムの提案を

行い竃す｡

②実績あるシステムのため､安心して使用いただけます｡

③漫出水以外の排水への適用も可能です｡

④発生する乾燥塩の品質まで考慮したシステムとなっています｡

⑤維持管理のサービスに関しても提供できまず｡

Tti《7イ ーヱステスター一》

〈製贔概要〉コンピューターで制御､管 理す る活性汚泥

処理テス ト･解析装置です｡実 験室 に設置 し､活 性汚泥処

理 に関す るさまざまなテス ト(廃液の分解性､毒 性テス

ト､汚泥のBOD処 理能力等々)

が でき ます｡活 性汚泥 の活性

や処理水のBODが1時 間毎 の

測定結果 と して刻々 と トレン

ドグ ラ フ に表示 され るた め､

変化が一 目瞭然で従来の活性

汚泥処理テス ト機 と比較 して

格段の情報量 とテス ト時間の

効率化が図れ ます｡

〈糖長･仕 様〉

①パソコンによる制御部と曝気槽やポンプ等の測定部で構成｡

測定部の形状は600(幅 〉×4((奥 行鷺)×1E〈 高e)｡

②テスト廃液や培養液の添加条件.操作温度､操作翻数等のテ

スト条件設定をすれば､あとはコンピューターがすべて管理す

るので､無人で活性汚泥処理テストができます｡

測定結果のデータはすべてコンピューターが管理し.必要なデ
ータを表示できます｡またC分 解速度解析等の強力な解析

ユーティリティーを備えており.活性汚泥処理を定量的に評価で

壷る画期的なテスト装置です｡

食晶用マグネットフィルター

〈製晶概要〉神奈川機器工業(株)製 のマグネ ッ トフィル

ターは､着 脱式外部永久磁石と挿入式内部磁性体の独創

的組合せで､流 体 に対 し､直 交する磁 力線が強磁性体 に

作用 し,金属粉 を除去 します｡磁 性体は､流 体 に並行 に設

置されている故､接 触面 を最大限有効活用できる構造 と

なってお り,捕 捉磁力能 力を向上させ､最 高峰の品質 を

保証で きるプロセス

ライ ンを実現でき ま

す｡

〈蒋蕪･仕 様〉

特徴として.①外部瀟脱マグネット方式のため.マグネットを装薦

すれば､磁力はオンとなり､磁性体:は励磁され｡マグネットを離せ

ぱ,磁力はオフとなり.磁性体は消磁されます｡尚､洗 浄は消磁す

る事で,水洗やエアーブ購一で簡単且つ完全に行う事ができま

す｡② 等間隔の並列磁性体は流れ方向に多数の磁場を形成する

ため､棒状マグネット等に比較すると飛躍的に葛い捕捉能力を発

揮し｡ムラの無い磁九 均一な効粟を持たせることがで費ます｡③

材質は､ステンレスを使用しているので､食品､溝涼飲料.化粧品

等あらゆる分野で使用して頂けます｡④ 用途に応じ､磁性体間の

距離を調整ずる事で､多岐に璽り応用が可能となζぽ す｡



r藁 レ株式金社』
｢新 しい価値の創造 を通 じて社会 に貢献す る｣を 企業

理念 とし,合 成繊維技術を出発点 とした様々な技術 と人

間生活の融和を目指 している企業集団｡そ れが東 レです｡

華やかな水着 に代表される繊維商 品､磁 気材料等 の

フィルム商品のみな らず､航 空機iの部材 として認 め ら

れ た炭素繊維やイ ンターフェロンの様 な医薬品､そ し

て今回紹介する液体清澄化技術 の機i能分離膜商品をラ

イ ンナ ップして います｡特 に.『浸透理論』を駆使 した逆

浸透膜(RO)で は､世 界の トップメーカー との評判 をい

ただいてお ります｡半 導体製造用 の超純水 のみな らず､

海水を飲料水化す る等広範囲に ご使用 いただいてお り.

さらに河川水の飲料水化用高度処理(通 称NF)等､ROは

日々前進を続けています｡

また､も う一つの分離技術の基本である『ふるい分け

理論』を駆使 した限外 ろ過膜､精 密 ろ過膜､ろ 布 にも取

り組んでいます｡合 成繊維技術か ら誕生 した高分子技

術 をベース にした高機能化技術 は更なる機能膜分離商

品を生み出 しています｡複 雑な技術をわれわれの身近な

生活 に活かす ことが東 レの願いです｡こ れか らも新 しい

技術 をもって社会の発展に貢献 していく所存です｡

〈井 克彦〉

億笈:璽:機械工業株式金社
1888年 の創業以来､住 友重機械 はキ ラリと光 る技術

で社会 と産業 の発展 とともに歩 んできま した｡グ ロー

バル な視野か ら時代のニーズを先取 りし､先 端技術 と

洗練 されたエ ンジニア リングで時代 の求めるソリュー

ションを提供 し続けて います｡

中でも当社は1940年 代に端 を発す る我が国の公害問

題 に当初か ら対応 し､様 々な環 境分野 の事業 を展 開 し

て きました｡大 気汚染防止 分野 では､集 塵技術､乾 式排

ガ ス処 理技術 な どを有 し多 くの実績 を残 して います｡

水処理分野では､下 水道や し尿処理施設､最 終処分場 の

浸出水処理､更 に上水処理 と共 に各種産業排水処理な

ど数多 くの処理施設 を手が けて きました｡廃 棄物処理

分野では都市 ごみ大型焼却施設､産 業廃棄物焼却溶融

処理な どについても実績 を重ねています｡

地球規模 の環境保全 が強 く望 まれ る中､資 源循環型

社会システムの構築に向けてよ り一層の総合的環境技

術が求め られて います｡こ のような社会の要請 に応え

るため､当 社は環 境の トー タル ソ リュー ションを提供

していきたいと考えています｡〈 山村健治〉

ヂグ レモ ン$《.
オンデオ･デ グレモ ンは63年 の歴史があ ります｡当 初

は急速 ろ過器 メーカーとして設立 され､そ の後､工 業用

の水処理 プラン トや地方 自治体 の上下水道の建設･運

転に特化 したエ ンジニアリング企業へ と成長 しました｡

従業員 は全世界で3000人､パ リ､シ ドニー,ブ エノスア

イ レス､北 京 とい った主要都市 に10,000以 上のプラン

トを建設 したという実績があ ります｡

オンデオ･デ グレモンは､地 方 自治体へ の配水や配電､

廃棄物処理 をす るサー ビス会社であり､従 業員200,000

人を有す るスエズグルー プの一員です｡

日本 にお いて は､汚 泥濃縮ス クリー ンを製造す る子

会社や､ア クアソー ス社 という飲料水用 として 日本で

認定 されているUF膜 のメーカー､そ してオゾン発生器

のオ ゾニ ア社 の駐 在事 務 所 と して活 動 して い ます｡

LFPIの 企業か ら日本の技術 を学び､皆 様 との交流を深

めてまいりたい と考えてお ります｡〈アラン･ヴ ィナス〉

『水道機工株武金社』
当社は 日本の近代水道 の黎明期にあたる1924年 の創

業以来､水 質分析か らプロセス設計･製 造･施 工･メ ンテ

ナ ンスに至るまでの総合水処理 エンジニア リングによ

って､常 に第一線 にて さまざまなニーズにお応 えして

まい りました｡現 在では､こ れ まで蓄積 して きた水処理

技術･ノ ウハウを基盤 とし.下水道､集 落排水処理､産 業

用水･廃 水処理､さ らには地質環境浄化､○&M事 業の

分野 まで事業領域を拡大 してお ります｡

LFPIに 関連する製品 としま しては､固 液分離 プロセ

スにおいて､フ ィン付 き傾斜板装置｢ラ ビリンス｣､高 速

繊維 ろ過装置｢せ んかい｣､無 動 力ろ過装置等のほか､最

近では横流移床 型 ろ過装置｢ク ロスサ ン ドフィル タ｣､

多様化 した用途に応えるための｢マ クセス膜ろ過設備｣･

｢大孔 径膜 エコノマ ック｣や 新 しい無機高分子凝集剤｢

PSI｣を 開発 してお ります｡ま た､溶 解成分除去 プロセス

として は､生 物処理.オ ゾン処理､粒 状活性炭処理 のほ

か､電 気透析装置や繊維状活性炭吸着装置等 の技術 も

保有 してお ります｡

当社 は､今 後 も､水 処理技術 を中心に､地 球環境 の保

全 に貢献で きるよう努力 と研鐙 を続 けてい く所存です｡

そのためにも､LFPI会 員の皆様か ら新 しい技術 を勉強

させて いただき､技 術 力の向上を図 りたいと考 えてお

ります｡〈 藤村 功〉


